
■まい・あみ・アンバサダーの活躍に期待！
9月 26 日、『まい・あみ・まつり 2011』で選ば

れた『まい・あみ・アンバサダー』の3人が町長を表
敬訪問しました。
真新しい制服に身を包み、少し緊張の面持ちで

したが、これからの活動に対する意気込みを語っ
てくれました。
10月 4日に行われた『シーテック・ジャパン』

を皮切りに、町内外のイベントで阿見町をＰＲ。
観光大使としての活躍が期待されます。
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一般会計歳入総額153億 810万 4千円
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歳入総額	 153 億 810 万 4千円	（100.0％）

自主財源	 92 億 8977 万 6千円	（60.7％）

町税	 75 億 4099 万 8千円	（49.3％）

その他の自主財源	17 億 4877 万 8千円	（11.4％）

繰越金	 8 億 6441 万 2千円	 （5.6％）

繰入金	 1421 万 3千円	 （0.1％）

諸収入	 4 億 2612 万 8千円	 （2.8％）

使用料・手数料	 2 億 2974 万 円	 （1.5％）

その他	 2 億 1428 万 5千円	 （1.4％）

依存財源	 60 億 1832 万 8千円	（39.3％）

国庫支出金	 18 億 2084 万 円	（11.9％）

町債	 14 億 590 万 円	 （9.2％）

県支出金	 7 億 2199 万 7千円	 （4.7％）

地方消費税交付金	4 億 1366 万 1千円	 （2.7％）

地方交付税	 11 億 9219 万 4 千円	 （7.8％）

その他の依存財源	4 億 6373 万 6千円	 （3.0％）

地方譲与税	 2 億 625 万 円	 （1.3％）

地方特例交付金	 7928 万 7 千円	 （0.5％）

その他	 1 億 7819 万 9千円	 （1.2％）

↓
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平成 22年度一般会計の決算額は、歳入総額 153 億 810 万 4千円、歳出総額 141 億 3474 万 7千円となり、
前年度と比較し、歳入については、5億 7125 万 4 千円（前年度比 3.9％）の増、歳出については、2億

6230 万 9千円（同 1.9％）の増となりました。
その結果、歳入歳出差引額（形式収支）は、11 億 7335 万 7 千円で、翌年度へ繰り越すべき財源として 2億

1391 万 5 千円を充てると、実質収支額は、9億 5944 万 2 千円となり、前年度と比較し、2億 3947 万 6 千円
の増となりました。

各会計を通じた決算総額は、歳入 259 億 5625 万円（一般会計 153 億 810 万 4 千円・特別会計 106 億 4814
万 6千円）、歳出 237 億 9104 万 5千円（一般会計 141 億 3474 万 7千円・特別会計 96 億 5629 万 8千円）

で、歳入歳出差引額（形式収支）は、平成 21 年度の 15 億 8215 万 6 千円に比べ、36.9％増の 21 億 6520 万 5
千円となっています。

3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

歳出総額	 141 億 3474 万 7千円	（100.0％）

民生費	 37 億 6958 万 4千円	（26.7％）

土木費	 23 億 6077 万 3千円	（16.7％）

教育費	 19 億 7716 万 7千円	（14.0％）

総務費	 16 億 3214 万 8千円	（11.5％）

公債費	 15 億 8593 万 1千円	（11.2％）

衛生費	 10 億 9220 万 6千円	 （7.7％）

消防費	 6 億 728 万 7千円	 （4.3％）

諸支出金	 5 億 7430 万 2千円	 （4.1％）

農林水産業費	 2 億 237 万 4千円	 （1.4％）

商工費	 1 億 8124 万 9千円	 （1.3％）

議会費	 1 億 2895 万 3千円	 （0.9％）

災害復旧費	 2277 万 3千円	 （0.2％）
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●総務費	 ▼行政情報ネットワーク事業 7570 万円▼住
民情報ネットワーク運営事業 1億 3180 万円▼総合
窓口整備事業 3867 万円▼災害対策費 2131 万円

●民生費	 ▼国民健康保険特別会計繰出金 4億 19万円
▼後期高齢者医療特別会計繰出金 3億 5589 万円▼
介護保険特別会計繰出金 3億 1327 万円▼障害者介
護給付事業 2億 4034 万円▼障害者地域生活支援事
業 5774 万円▼医療給付事業 2億 6843 万円▼子ど
も手当支給事業費 7億 5693 万円▼保育所運営費 1
億 6347 万円▼民間保育所管理運営事業 1億 9276
万円▼放課後児童健全育成事業 5760 万円

●衛生費	 ▼健康診査事業 4126 万円▼霞クリ−ンセン
タ−運営費 2億 295 万円▼霞クリ−ンセンタ−維持
管理費 2億 1622 万円▼龍ケ崎地方衛生組合負担金
1 億 41 万円▼牛久市・阿見町斎場組合負担金 1 億
3934 万円

●農林水産業費	 ▼水田農業構造改革対策事業 1025 万
円▼農業集落排水事業特別会計繰出金 6129 万円

●商工費	 ▼商工振興事業 4303 万円▼阿見東部工業団
地・阿見吉原東地区企業誘致事業 7705 万円

●土木費	 ▼道路橋梁維持補修事業 2億 1115 万円▼
道路新設改良事業 1億 7412 万円▼都市計画道路荒
川沖・寺子線整備事業 2億 9229 万円▼都市計画道路
中郷・寺子線等整備事業 4622 万円▼公共下水道事業
特別会計繰出金 7 億 6807 万円▼公園維持管理費
7366 万円▼中郷土地区画整理事業 1億 1万円▼本
郷第一土地区画整理事業特別会計繰出金 1億 3245
万円▼阿見吉原土地区画整理事業 1億 235 万円

●教育費	 ▼幼稚園就園奨励事業 7254 万円▼小学校施
設整備事業 3億 8089 万円▼中学校施設整備事業 2
億 1758 万円▼給食センター運営費 2億 1750 万円

●災害復旧費　▼公共公用施設災害復旧事業 2277 万円

平成22年度の主な事業

人口一人当たりの歳入と歳出
平成 22年度総人口 47,878 人（平成 23 年 4月 1日現在・常住人口調査）

過去5年間の推移

歳
出
歳
入

歳
出
歳
入

歳出総額	 29 万 5224 円	（100.0％）
民生費	 7 万 8733 円	（26.7％）
土木費	 4 万 9308 円	（16.7％）
教育費	 4 万 1296 円	（14.0％）
総務費	 3 万 4090 円	（11.5％）
公債費	 3 万 3124 円	（11.2％）
衛生費	 2 万 2812 円	 （7.7％）
消防費	 1 万 2684 円	 （4.3％）
諸支出金	 1 万 1995 円	 （4.1％）
農林水産業費	 4227 円	 （1.4％）
商工費	 3786 円	 （1.3％）
議会費	 2693 円	 （0.9％）
災害復旧費	 476 円	 （0.2％）

歳入総額	 31 万 9731 円	（100.0％）

自主財源	 19 万 4030 円	（60.7％）
町税	 15 万 7504 円	（49.3％）
その他の自主財源	 3 万 6526 円	（11.4％）

依存財源	 12 万 5701 円	（39.3％）
国庫支出金	 3 万 8031 円	（11.9％）
町債	 2 万 9364 円	 （9.2％）
県支出金	 1 万 5080 円	 （4.7％）
地方消費税交付金	 8640 円	 （2.7％）
地方交付税	 2 万 4900 円	 （7.8％）
その他の依存財源	 9686 円	 （3.0％）



●国民健康保険特別会計
歳入　51億 4931 万 5千円
歳出　45億 6552 万 4千円

●公共下水道事業特別会計
歳入　18億 2553 万 7千円
歳出　17億 4490 万 6千円

●老人保健特別会計
歳入　　　　1508 万 3千円
歳出　　　　1508 万 3千円

●土地区画整理事業特別会計
歳入　　6億 6061 万 6千円
歳出　　3億 7642 万 1千円

●農業集落排水事業特別会計
歳入　　3億 3135 万 2千円
歳出　　3億 858 万 1千円

●介護保険特別会計
歳入　20億 6356 万 5千円
歳出　20億 4380 万 4千円

●後期高齢者医療特別会計
歳入　　6億 267 万 5千円
歳出　　6億 197 万 9千円

特別会計決算
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収益的収入および支出
収入　9億 7807 万 9千円
支出　8億 5931 万 5千円

資本的収入および支出
収入　 5992 万 円
支出　4億 374 万 3千円

※資本的収入および支出における
収入の不足額は、過年度損益勘定
留保資金等で補填しました

※消費税・地方消費税を含む

公営企業会計決算
（水道事業会計）

平成22年度決算を家庭の家計簿に例えると…
● 一 般 会 計 決 算 を
1/2000 に縮小し、家庭
の家計簿のようにまとめ
てみました（右図参照）

※収入 765 万円−支出
707 万円＝ 58万円は次年
度へ繰り越します
※貯金残高（一般会計基
金）213 万円・ローン残高
（町債）542万円

収入のうち給料・パート収入・預金解約が自主財源、ローン借入・親からの仕送りが依存財源で、自主財源の
割合が高いほどやりくりがしやすいといえます。町では約 60.7％が自主財源、約 39.3％が依存財源となって
います。
給料・パート収入・親からの仕送りをあわせると 694 万円の収入になるのに対し、支出は生活費 329 万円、
家の増改築や車の購入代 77万円、増加傾向にある医療費・学費などの支払い 90万円やローンの返済 79万円
などで677万円がかかります。家の増改築や車の購入代をローン借入でまかない、生活費などを節約した結果、
今年度は将来に備え 30万円を預金することができました。
車や住宅の購入（町では公園や道路の建設など）のように大きな出費で長期間使用するものなどは、今の使
用者だけでなく後世代の使用者にも平等に費用を負担してもらうため、借入して今後の給料で返済した方が適
当な場合もあります。もちろん、将来の負担を明らかにして事業を行い、子どもたちに大きな負担を残さない
よう生活設計していくことが大切です。
限られた収入を大切にし、サービスを充実させるため、今後も計画的にやりくりをすすめていきます。

▼阿見家の収入	765 万円 ▼阿見家の支出	707 万円

町債・基金の現在高
町債の現在高

区分 22年度末現在高（※）
一般会計 108億 4825 万 円
特別会計 108億 2914 万 5千円
公共下水道事業 82億 2316 万 2千円
土地区画整理事業 14億 3091 万 円
農業集落排水事業 11億 7507 万 3千円
公営企業会計（水道事業） 7億 4186 万 6千円
※ 22年度末とは、平成 23年 3月 31日現在です

基金の現在高
基金等の名称 22年度末現在高（※）

財政調整基金 16億 6240 万 円
減債基金 3億 7310 万 円
その他の基金 22億 2662 万 3千円
国民健康保険支払準備基金 1億 3000 万 円
公共下水道整備基金 10万 円
介護給付費準備基金 5707 万 5千円
農業集落排水事業債減債基金 5420 万 8千円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 609万 8千円
土地開発基金（現金） 360万 円



■決算の総括
平成 22年度における各会計歳入総額は 25,956 百万
円、歳出総額は 23,791 百万円であり、歳入歳出差引額
は翌年度繰越額を除き、実質収支 1,879 百万円の黒字
となりました。
基金残高は 4,513 百万円と前年度比 587 百万円の増
額となり、公債残高は 22,419 百万円（水道事業を含む）
と前年度比 782百万円の減少となりました。
当年度、町税は景気の持ち直しの動き等による町内
大規模法人の業績回復基調により、7,541 百万円と前
年度比 164百万円の増加となりました。
地方公共団体の財政の健全化に関する法律による各
指数を分析すると、まず、実質赤字比率および連結実
質赤字比率については赤字額が生じていないため、そ
の場合には比率がないものとされています。今後も比
率が生じないよう、適正規模の実質収支の確保等に努
める必要があります。
実質公債費比率は、前年度より 0.8 改善しています。
これまで整備してきた大規模施設の起債償還分が減少
傾向にあり、公債費充当一般財源等額が減少している
ためであります。今後もこの減少傾向が続くよう、起
債の活用については十分考慮する必要があります。
将来負担比率は、公営企業債等繰入見込額・組合等負
担見込額等が減少傾向にあり、また、財政調整基金の
増により充当可能財源として基金が大幅に増加したた
め、比率は 13.0 改善しています。
資金不足比率については、該当する各特別会計であ
る公共下水道事業特別会計・農業集落排水事業特別会計・

土地区画整理事業特別会計・水道事業会計の各会計とも
資金不足がないため、比率は生じていません。今後も
比率が生じないよう、効率的な運営に努める必要があ
ります。
次に、財政力指数は、単年度で前年度の 0.894 から
0.837 に減少し、3か年平均でも 0.991 から 0.925 に
減少しています。
財政力指数が減少した主な要因は、平成 20年度およ
び平成 21 年度の法人町民税の大幅減の影響が、平成
22年度の基準財政収入額の減額要因として反映されて
いるためであります。
経常収支比率については、地方税・普通地方交付税お

よび臨時財政対策債が増となるなど、経常一般財源総額
が大幅に増加したため、前年度より 6.7 改善しています。
公債費の減少傾向により、実質公債費比率や将来負
担比率が改善し、また普通地方交付税および臨時財政
対策債等の経常一般財源総額の増加により、経常収支
比率が大幅に改善していますが、経常収支比率の改善
要因である普通地方交付税の増加については、平成 20
年度および平成 21年度の法人町民税の大幅減を反映し
た一時的なものであり、今後減少に転じることが予想
されます。
今後の財政運営については、欧米の財政危機問題を
背景とした円高基調が町内大規模法人の業績に与える
影響や、東日本大震災による消費マインドの一段の低
下が歳入に与える影響が懸念されるところであり、財
政構造の弾力性を確保する上からも、財政健全化への
取り組みを引き続き強化する必要があると思われます。

まちのかけいぼ

問い合わせ
企画財政課財政係☎888ー1111（223）▼ Eメール：kikakuzaiseika-ofc@town.ami.lg.jp
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町財政の現状
町監査委員による決算審査意見書から

健全化判断比率・資金不足比率の状況

健全化判断比率

実質赤字比率ー
【早期健全化基準 13.48％】

地方税・地方交付税等の一般財源をその支出の主な財源と
している一般会計等について、歳出に対する歳入の不足額
（いわゆる赤字額）を、地方公共団体の一般財源の標準的な
規模を表す標準財政規模の額で除したもの。赤字の深刻度
を示す

連結実質赤字比率ー
【早期健全化基準 18.48％】

地方公共団体のすべての会計の赤字額と黒字額を合算し
て、当該団体一法人としての歳出に対する歳入の資金不足
額を、その団体の一般財源の標準的な規模を表す標準財政
規模の額で除したもの。地方公共団体全体としての赤字の
深刻度を示す

実質公債費比率 10.2％（前年度 11.0％）
【早期健全化基準 25.0％】

公債費等の財政負担の程度を客観的に示す指標。公営企
業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実
質的な公債費に充当された一般財源の額が、標準財政規模
に占める割合。18％を超えると地方債協議制度における
許可団体となり、25％を超えると起債制限団体となる

将来負担比率 15.2％（前年度 28.2％）
【早期健全化基準 350.0％】

地方公共団体の一般会計が将来的に負担することになっ
ている実質的な負債にあたる額（将来負担額）を把握し、こ
の将来負担額から、負債の償還に充てることができる基金
等を控除の上、その団体の標準的な規模を表す標準財政規
模を基本とした額で除したもの。将来財政を圧迫する可能
性が高いかどうかを示す

資金不足比率

公共下水道事業特別会計ー
農業集落排水事業特別会計ー
土地区画整理事業特別会計ー
水道事業会計ー

【経営健全化基準 20.0％】

一般会計等の実質赤字にあたる公営企業会計における資
金不足額について、公営企業の事業規模に対する比率で表
したものであり、公営企業における資金不足の状況を表し
たもの

※実質赤字比率・連結実質赤字比率・資金不足比率は、比率が生じていないため「ー」を記載しています
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国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

た
は
土
浦
年
金
事
務
所
（
☎

8
2
4
ー

7
1
6
9
）
ま
で

前
日
ま
で
に
該
当
す
る
よ
う
に

な
り
、
請
求
し
た
と
き

※
障
害
認
定
日
：
原
則
と
し
て
病

気
や
け
が
に
よ
り
、
初
め
て
医

師
の
診
療
を
受
け
た
日
か
ら
1

年
6
か
月
を
経
過
し
た
日
。
ま

た
は
、
1
年
6
か
月
以
内
に
症

状
が
固
定
し
た
日

●
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合

20
歳
に
達
し
た
と
き
、
❸
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
障
害
基

礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本

人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
（
左

表
参
照
）。

■
年
金
額

▼
一
級
障
害
：
98
万
6
1
0
0
円

▼
二
級
障
害
：
78
万
8
9
0
0
円

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
（
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
子
、
1
・
2
級
の
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
子
）
が
あ
る
と

き
に
は
、
年
金
の
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

●
年
金
の
加
算
額

加
算
対
象
の
子
が
ー

▼
2
人
目
ま
で（
1
人
に
つ
き
）：

22
万
7
0
0
0
円

▼
3
人
目
以
降（
1
人
に
つ
き
）：

7
万
5
6
0
0
円

■
年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

❶
初
診
日
（
病
気
や
け
が
で
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）

に
お
い
て
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
国

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と

❷
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、
3
分

の
2
以
上
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と

※
特
例
と
し
て
、
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で
に
初
診
日
が
あ
る
場

合
、
初
診
日
が
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
直
近
の
1
年
間

に
、
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な

い
こ
と

※
4
分
の
1
納
付
・
2
分
の
1
納

付
・
4
分
の
3
納
付
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
額

を
納
め
な
い
と
未
納
期
間
扱
い

と
な
り
ま
す

❸
障
害
認
定
日
に
、
政
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
表
の
1

級
ま
た
は
2
級
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
障
害

認
定
日
（
※
）
に
該
当
し
な
か

っ
た
人
が
、
65
歳
に
な
る
日
の

障害基礎年金
国民年金加入中に、病気やけがで障害が残ったときや、
20 歳前の事故や疾病等で障害認定日に政令で定められ
ている障害（国民年金の障害等級の 1・2級）の状態になっ
た場合に障害基礎年金が支給されます。

もしも、病気やけがで障害が残ったら…

みんなでささえ愛…ねんきん

国
金民
年

● 20歳前に障害となった場合の所得制限

※平成 17年 8月から
※上記の金額を超えた場合に、一部停止または全部停止

扶養人数 0人 1人 1人増すごとに

本人所得
一部停止 3,604,000 円 3,984,000 円

380,000 円
本人所得
全部停止 4,621,000 円 5,001,000 円

　
障害年金の受給権発生後に結婚や子の出生等があった人へ
■障害年金の配偶者や子の加算制度が改正されました
これまでは障害厚生年金等の加給年金額や障害基礎年金の子の加算
額は、受給権が発生した時点で受給権者に生計を維持されている場合
にのみ加算され、受給権発生後に結婚した場合や子どもが生まれた場
合等は加算の対象となりませんでした。
平成 23年 4月からは、受給権発生後の結婚や子の出生等でも、加
算要件を満たす場合は、届出により加給年金額や加算額が加算される
ことになりました。ただし、同一の子を対象とした加算額と配偶者へ
支払われる児童扶養手当の両方を受け取ることができません。

年金受給者の人へ
■『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！
課税対象となる受給者の人には、毎年 11月上旬までに日本年金機
構から扶養親族等申告書が送付されますので、12月 1日の提出期限
までに必ず提出してください。

■問い合わせ
土浦年金事務所☎824ー7169

土浦年金事務所から



し
込
み
ま
す
。
詳
し
く
は
収
納

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
保
険
税
Q
&
A

今
の
と
こ
ろ
元
気
で
、
医

療
を
受
け
る
必
要
も
な
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
国
保
税
を

納
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

今
は
元
気
だ
と
し
て
も
、

い
つ
病
気
に
な
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。万
一
病
気
に
な
る
と
、

多
額
の
医
療
費
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
国
保
は
、
そ
の

よ
う
な
と
き
に
心
配
な
く
診
療
を

受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
国
保
税

を
納
め
る
こ
と
は
国
保
被
保
険
者

の
義
務
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

経
済
的
に
困
難
で
国
保
税

を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

納
付
方
法
に
つ
い
て
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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国保税納め忘れは
ありませんか？

滞納すると、みんながあなたが困ります

みんなでささえ愛…こくほ

日
本
で
は
、
突
然
の
病
気
や

け
が
に
備
え
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
や
職
場
の
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長

寿
医
療
制
度
）
な
ど
の
医
療
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、
国
の

補
助
金
な
ど
と
と
も
に
国
保
制
度

を
支
え
る
大
き
な
柱
で
す
。
国
保

税
を
納
め
な
い
人
が
増
え
る
と
、

医
療
費
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な

り
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、

困
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
預
金
口
座
の
あ
る
銀
行・ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
信
用
金
庫
・
J
A
ー
な

ど
か
ら
の
自
動
振
替
の
た
め
、

納
付
の
手
間
が
省
け
ま
す

▼
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
中
止

し
な
い
限
り
翌
年
度
分
も
自
動

的
に
継
続
さ
れ
ま
す

▼
預
金
通
帳
・
口
座
の
届
出
印
・
国

保
税
の
納
付
書
ー
を
金
融
機

関
ま
た
は
役
場
1
階
収
納
課
窓

口
に
持
参
し
、
口
座
振
替
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？

町
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機

関
で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A Q

QA

国保税　納めて安心　わが家の健康

ご協力ありがとうございます。

引き続き納期限内の納付をお願

いします。

納め忘れの予防に便利な口座

振替をご利用ください（口座振

替依頼書に必要事項を記入して

申し込みます。詳しくは収納課

にお問い合わせください）。

納付方法についてご相談に応じ
ています。

■下記のような措置がとられます

➡
はい

➡
はい

➡
はい

➡
相談

➡いいえ

➡いいえ

➡いいえ

相談

相談

国保税を納期ま
でに納めていま
すか？

督促状が届いた
とき、すぐに納
めましたか？

何か特別な事情
があって、納め
られないのです
か？

有効期限の短い
『短期被保険者
証』が交付され
ます。

国保から保険証の返還を求める通知が届き
ます。保険証を国保に返還し、代わりに『被
保険者資格証明書』の交付を受けます。この
場合、医療費は全額自己負担することとなり、
後で国保から、国保が基準とする医療費の
70％の払い戻しを受けるようになります。

国保の給付の一部または全部が差し止めら
れます。それでもなお納めない場合には、差
し止められた保険給付額から滞納分が差し引
かれます。

納期限から 1 年たって
も滞納している

納期限から 1 年 6 か月
たっても滞納している

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎888 ー 1111（131 ～
133）
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みんなでささえ愛…こくほ

ジェネリック医薬品とは、先発医薬品の特許が切れた後に、先発医薬品と成分や規格等が同一であるとし
て承認される後発医薬品のことです。近年の高齢化の進行や医療の高度化により、年々医療費が増加し

ている現状に対応するための対策の一つとして、町国保では『ジェネリック医薬品』に注目しています。

先発医薬品は、成分の開発、有効性や安全性の確認などのため長い開発期間と膨大な開発費がかかります。
これに対し、ジェネリック医薬品はすでに臨床で使われて有効性や安全性が確認された薬を製造するため、コ
ストが少なくてすみ、先発医薬品と比較して価格が約２割～７割安くなります。

ジェネリック医薬品はなぜ価格が安いのですか？

ジェネリック医薬品の普及は、自己負担額の軽減、医療保険財政の改善に資するものと考えられますが、現
在のところ、日本ではジェネリック医薬品のシェアが 20.2％( 平成 21 年 9月現在 )であり、欧米諸国と比
較して普及が進んでいません。そのため、国では『平成 24年度までに、ジェネリック医薬品の数量シェアを
30％以上にする』という目標を掲げ、ジェネリック医薬品の使用促進策に取り組んでいます。

国の対策は ?

国保税　納めて安心　わが家の健康

町国保では、『ジェネリック医薬品お願いカー
ド』を作成しています。受診の際『ジェネリック
医薬品』での処方を言葉でお願いしにくいような
時は、このお願いカードを医師または薬剤師に
提示してください。ただし、ジェネリック医薬
品を処方することができない場合などもありま
すので、医師や薬剤師の指示に従ってください。

「ジェネリック医薬品を処方してください」と言いにくいときは？

▲▶ジェネリック医薬品お願いカード

一概にいくら安くなるとは言えませんが、代表的な生活習慣病の薬代を比較すると次のようになります。生
活習慣病や慢性疾患で長期間薬を飲んでいる人ほど、自己負担の軽減につながります。

ジェネリック医薬品を使うと自己負担はどのくらい安くなるの？

ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品
をご存じですか？

▼例：それぞれ代表的な薬1種類を1年間服用したと仮定（平成 22年 3月改正の薬価基準により計算）
※薬代のみ。技術料などは含まない。3割負担の場合

※医薬品の価格が下がっても自己負担額が先発医薬品使用時と変わらないか、上がる場合もあります（自己負
担額には医薬品の価格のほかに技術料などが含まれるため）

糖尿病

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
10,118 円軽減

19,710円

9,592円

高血圧

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
3,734円軽減

7,741円

4,007円

高脂血症

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
9,493円軽減12,285円

2,792円
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おともだちがいっぱい！

■
対
象

保
護
者
お
よ
び
65
歳
未
満
の
同
居

の
家
族
の
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う
な

常
態
に
あ
り
、
児
童
を
保
育
す
る
人

が
い
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

❶
日
中
、
居
宅
外
で
労
働
し
て

い
る
❷
日
中
、
居
宅
内
で
児
童

と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い
る
❸
日
中
、
同

居
の
親
族
を
長
期
に
わ
た
っ
て

常
時
介
護
し
て
い
る
❹
日
中
、

震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災

害
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
❺
日

中
、
就
学
・
技
術
取
得
を
し
て
い

る
❻
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い
❼
病
気
・
負
傷
・
心
身
に

障
害
が
あ
る

※
▼
小
学
校
の
入
学
準
備
▼
集
団

保
育
の
経
験
や
幼
児
教
育
の
場

と
し
て
の
利
用
▼
ほ
か
の
児
童

の
保
育
に
手
が
か
か
る
ー
な
ど

の
理
由
だ
け
で
は
、
入
所
で
き
ま

せ
ん

■
申
し
込
み
受
付

●
日
時
：
12
月
2
日（
金
）・3
日（
土
）

両
日
と
も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
書
類
不
足
の
場
合
は
受
理
で
き
ま

せ
ん

●
場
所
：
役
場
3
階
3
0
1
会
議
室

■
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類

●
保
育
所
入
所
申
込
書

●
家
庭
状
況
調
書

●
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
の

わ
か
る
書
類　

※
同
居
し
て
い

る
両
親
・
祖
父
母
（
65
歳
未
満
）

等
の
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
▼

常
勤
・
パ
ー
ト
＝
勤
務
証
明
書
▼

内
職
＝
内
職
証
明
書
▼
農
業
＝

農
業
状
況
申
立
書
（
地
域
の
民
生

委
員
の
証
明
が
必
要
）▼
自
営
業

＝
自
営
状
況
申
立
書
（
地
域
の
民

生
委
員
の
証
明
が
必
要
）▼
出
産

＝
申
立
書
・
母
子
手
帳
の
写
し
▼

病
気
・
障
害
＝
申
立
書
・
診
断
書

ま
た
は
障
害
者
手
帳
の
写
し
▼

病
人
等
の
介
護
＝
申
立
書
・
診
断

書
▼
就
学
＝
在
学
証
明
書
お
よ

び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

※
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類
は
、
役

場
1
階
児
童
福
祉
課
に
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
入
手
し
て
く
だ
さ

い
（
11
月
か
ら
配
布
）。
児
童
福

祉
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
参

照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

■
後
日
提
出
す
る
必
要
書
類

●
平
成
23
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
控
え

※
平
成
23
年
に
所
得
税
非
課
税
世

帯
で
、
平
成
23
年
1
月
2
日
以

降
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所

地
の
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年

分
）
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書

も
必
要
で
す

■
選
考
方
法

後
日
、
書
類
審
査
・
面
接
等
を
実

施
。

■
保
育
料

保
育
料
は
、
保
護
者
（
両
親
）
等

の
前
年
の
所
得
税
額
の
合
計
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
保
育
料
徴
収
基
準
に

よ
る
月
額
の
保
育
料
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
そ
の
ほ
か
必
要
経
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
町
保
育
所
・
私
立
保
育

園
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
バ
ス
送
迎
の
対
象

●
中
郷
保
育
所
：
実
穀
・
吉
原
小
学
校

区
の
3
歳
以
上
の
児
童

●
南
平
台
保
育
所
：
君
原
・
舟
島
小
学

校
区
の
3
歳
以
上
の
児
童

■
町
外
の
保
育
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合

阿
見
町
以
外
の
市
町
村
保
育
所

（
園
）
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

11
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
児
童
福
祉

課
へ
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
随

時
受
付
）

保
護
者
の
傷
病
・
災
害
・
事
故
・
冠

婚
葬
祭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
私
的

理
由
ー
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
状

況
が
生
じ
た
場
合
、
保
育
所
で
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
。

●
対
象
：
1
歳
以
上
の
児
童

※
町
保
育
所
・
私
立
保
育
園
の
定
員

の
空
き
状
況
に
よ
り
、
受
け
入
れ

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申込・問い合わせ　児童福祉課☎888−1111（168・177） 10

町保育所・私立保育園の見学を
希望する人は、電話で各保育所・
保育園に申し込みください

●問い合わせ　児童福祉課☎
888ー1111 ▼ホームページ：
http://www.town.ami.ibaraki.
jp/kakuka/minsei-bu/jido	
fukushika/jidofukushika.htm

平成23年4月1日からの町保育所・私立保育園入所希望者の申し込みを下記
のとおり受け付けます。期間内に申し込まれた人について入所選考を行い、必
要性の高い順に入所となります。また、現在入所申し込み中で、入所待ちとなっ
ている人も、再度今回の申し込みが必要になりますのでご注意ください。

平成24年4月1日からの町保育所・私立保育園入所希望者の申し込みを下記
のとおり受け付けます。期間内に申し込まれた人について入所選考を行い、必
要性の高い順に入所となります。また、現在入所申し込み中で、入所待ちとなっ
ている人も、再度今回の申し込みが必要になりますのでご注意ください。

平成 24 年度

■平成 24年度入所可能児童数（9月末現在見込み）
保育所 0歳 1～ 2歳 3～ 5歳 所在地 電話番号
中　郷 6 22 1 阿見 4002ー5 887−3331
南平台 11 4 6 南平台 1ー31ー6 840ー2081
二　区 12 9 0 うずら野 1ー29ー11 841ー2301
学校区 ー 14 7 中央 1ー3ー2 887ー2919
あゆみ
（私立） 7 4 3 阿見 4958ー5 888ー3681

阿見ひかり
（私立） 12 6 15 曙 247ー1 879ー5155

※年齢ごとに入所基準審査で入所を決定



▶場所	 阿見第一小学校敷地内専用施設
▶対象	 小学校 1年生～ 6年生

くらぶかいいん　ぼしゅう

Hokago 
Jido Club
Hoikusho
Hoikuen
Jido Club

放課後児童クラブ入会案内

申込・問い合わせ　児童福祉課☎888−1111（168・177）11

町では、保護者が昼間家庭にいない小
学校児童（留守家庭児童）を対象に放
課後児童クラブを開設しています。

平成 24 年度

『養護学校生等放課後児童クラブ』および『母親クラブ』の入会案内は『広報あみお知らせ版』平成 24年 1月号（平
成 24年 1月 13日発送）でお知らせします

▶場所	 学校区児童館
▶対象	 小学校 1年生～ 3年生
※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

阿見小学校区放課後児童クラブ／定員70人

▶場所	 阿見第二小学校
▶対象	 小学校 1年生～ 6年生

阿見第二小学校区放課後児童クラブ／定員35人

▶場所	 舟島ふれあいセンター
▶対象	 小学校 1年生～ 3年生
※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

舟島小学校区放課後児童クラブ／定員40人

▶場所	 二区児童館
▶対象	 小学校 1年生～ 3年生
※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

本郷小学校区放課後児童クラブ／定員50人
▶場所	 君原小学校
▶対象	 小学校 1年生～ 6年生

君原小学校区放課後児童クラブ／定員30人

▶場所	 実穀小学校
▶対象	 小学校 1年生～ 6年生

実穀小学校区放課後児童クラブ／定員35人

▶場所	 吉原小学校
▶対象	 小学校 1年生～ 6年生

吉原小学校区放課後児童クラブ／定員25人

■共通事項
▶費用	 保護者負担月額 4,000 円
▶休会日	 土・日曜日（第 2土曜日を除く）、祝日、12月 29日～ 1月 3日、天候等で臨時休校となった日
▶期間	 平成 24年 4月 1日～平成 25年 3月 31日
▶時間	 月～金曜日：下校時～午後 6時 30分　※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第 2土曜日、創立記
念日、振替休日等）：午前 8時～午後 6時 30分
▶対象	 保護者が昼間家庭にいない小学校児童（留守家庭児童）　※祖父母が同居の場合は祖父母の勤務証明等も必要
（平成 24年 4月 1日現在 65歳以上の人は不要）

■申し込み
▶受付日時	 ❶新規：12 月 2日（金）・3日（土）午前 9時～午後 5時（兄弟で継続の児童がいる場合も新規の日時・場所で
申し込む）❷継続：12 月 5日（月）～ 9日（金）午後 1時 30分～ 6時
▶受付場所	 ❶新規：役場 3階 301 会議室❷継続：各児童館・放課後児童クラブ
▶申込方法	 入会申込書・勤務証明書等に必要事項を記入して申し込む。用紙は役場 1階児童福祉課・各児童館・各児童
クラブにあります（11月から配布）
▶その他	 ▼長期休み（夏・冬・春休み）のみ利用する場合も受付期間中にお申し込みください▼定員を超えた場合、書
類審査（低学年順・家庭状況等）を実施します▼入会の可否を 2月上旬ごろ郵送等で通知します▼保護者負担金の日
割り計算は行いません▼申し込み時に放課後児童クラブ保護者負担金に未納がある人は受付できません

阿見第一小学校区放課後児童クラブ／定員120人



広報あみ 11 月号　12

こどもてあて

■支給額　10 月分～平成 24年 3月分
0 歳～ 3歳未満 15,000 円（一律）

3 歳～小学校 6年生 第 1・2子 10,000 円
第 3子以降 15,000 円

中学生 10,000 円（一律）

■支給月
▶平成 24年 2月	（10月分～平成 24年 1月分）
▶平成 24年 6月（平成 24年 2月分・3月分）

中学校卒業前までのお子さんを持つ人へ

子ども手当が変わります
申請をお忘れなく！

児童福祉課☎888ー1111（167・168）

で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▼
9
月
分
ま
で
の
手
当
を
受
給

し
て
お
ら
ず
、
対
象
と
な
る
年

齢
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
人
は
、

町
か
ら
の
案
内
が
届
き
ま
せ
ん

の
で
、
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤

務
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
次
に
該
当
す
る
人
は
速
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
平
成

24
年
3
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
は
で

き
ま
せ
ん
）。▽
10
月
以
降
に

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

…
転
出
し
た
日
の
翌
日
か
ら
15

日
以
内
▽
10
月
以
降
に
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
人
…
誕
生
日

の
翌
日
か
ら
15
日
以
内

■
Q
＆
A

ど
う
し
て
現
在
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
も
申
請
す

る
の
で
す
か
？

新
し
い
法
律
に
よ
り
支

給
要
件
等
に
変
更
が
加

え
ら
れ
、
改
め
て
支
給
対
象
と

な
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。
今
ま
で

の
児
童
手
当
・
子
ど
も
手
当
は
毎

年
6
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が

必
要
で
し
た
が
、
平
成
23
年
6

月
は
提
出
を
求
め
ず
、
受
給
者

の
人
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
支
給
対

象
と
な
る
お
子
さ
ん
を
持
つ
す

べ
て
の
人
に
申
請
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
海
外
に
住
ん
で

い
る
場
合
は
手
当
を
も
ら

え
な
い
の
で
す
か
？

お
子
さ
ん
が
海
外
に
住
ん

で
い
る
場
合
は
、
原
則
と

し
て
手
当
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
お
子
さ
ん
が
留
学
の
た
め

国
外
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
支
給

の
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
児
童
養
護
施
設

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
手
当
を
も
ら
え
な
い
の
で
す

か
？

お
子
さ
ん
が
児
童
養
護
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合
は
、
原
則
と
し
て
入
所
中
の

施
設
の
設
置
者
等
が
手
当
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
た
人

に
は
、
子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
育

ち
を
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
に
し

た
が
っ
て
、
手
当
を
用
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
責
務
が
法
律
上
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
万
一
、
子
ど
も

の
育
ち
に
係
る
費
用
で
あ
る
学
校

給
食
費
や
保
育
料
な
ど
を
滞
納
し

な
が
ら
、
手
当
が
子
ど
も
の
育
ち

と
関
係
の
な
い
用
途
に
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
い

ま
せ
ん
。子
ど
も
の
将
来
を
考
え
、

有
効
に
用
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
手
続
き
方
法

10
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
け
取

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
受
給
し

て
い
た
人
も
含
め
、
対
象
と
な
る

お
子
さ
ん
を
持
つ
す
べ
て
の
人

が
、
申
請
（
認
定
請
求
）
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
24
年
3

月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
10
月

分
か
ら
の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
4
月
以
降
に
手
続

き
し
た
場
合
、
申
請
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
9
月
分
ま
で
の
手
当
を
受
給

し
て
い
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
町
か
ら
「
子
ど
も
手
当
認
定

請
求
書
」
を
送
付
し
ま
す
の

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、

ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩

ん
だ
と
き
は
、
児
童
相
談
所
や

市
町
村
の
窓
口
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
（
匿
名
で
も

構
い
ま
せ
ん
）。

■
問
い
合
わ
せ

▼
児
童
相
談
所　

全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
5
7
0
ー

0
6
4
ー

0
0
0
（
24
時
間
）

▼
役
場
児
童
福
祉
課
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す
！

QA

QAQA



主
任
児
童
委
員

阿
見
中
地
区　
　

髙
橋　

一
郎

主
任
児
童
委
員
制
度
は
、
平
成

六
年
に
始
ま
っ
た
制
度
で
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
、
主
任

児
童
委
員
に
指
名
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
・
虐

待
等
子
ど
も
を
取
り
巻
く
諸
問
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
児
童
福
祉

を
専
門
に
担
当
す
る
委
員
と
し
て

配
置
さ
れ
、
当
町
で
は
各
中
学
校

に
一
人
、
計
三
人
で
担
当
し
て
い

ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
地
域
担
当

委
員
と
連
携
し
、
子
ど
も
の
問
題

に
対
し
て
支
援
や
対
応
法
を
相
談

し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
で
行
わ
れ
て
い
る

実
務
者
会
議（
ケ
ー
ス
検
討
会
議
）

に
地
域
担
当
委
員
と
と
も
に
参
加

し
、
問
題
の
対
応
策
を
検
討
し
、

支
援
や
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
様
子
が

分
か
っ
て
い
る
地
域
担
当
委
員
と

連
携
を
密
に
し
、
進
め
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、
民
児
協
に

所
属
し
て
い
る
の
で
、
全
体
会
や

民生委員・児童委員
協議会だより
～主任児童委員の活動～

みんせいいいん・じどういいん

民生委員の
マーク

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
中
学

生
の
考
え
を
聞
く
と
い
う
態
度
で

望
む
こ
と
を
基
本
と
し
、
中
学
生

の
色
々
な
考
え
が
分
か
る
有
意
義

な
研
修
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
主
任
児
童
委
員
の
活
動

の
概
要
を
述
べ
ま
し
た
が
、
今
後

も
地
域
担
当
委
員
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
他
の
地
区
の
主
任
児
童
委
員

朝
日
中
地
区　
　

長
沼　

繁
代

竹
来
中
地
区　
　
　

鈴
木　

穆

●
活
動
状
況
お
よ
び
今
後
の
予
定

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
協

力
活
動
お
よ
び
相
談
・
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
硬

く
守
ら
れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

成
の
た
め
に
協
力
を
し
て
い
ま

す
。
学
校
訪
問
の
日
程
や
内
容
の

連
絡
調
整
は
主
任
児
童
委
員
が
行

っ
て
い
ま
す
。

民
児
協
の
地
区
別
研
修
会
で
、

毎
年
九
月
に
各
中
学
校
で
実
施
し

て
い
る
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
中
学
生
と
の
懇
談
会
」
が
あ
り

ま
す
。会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

主
任
児
童
委
員
が
学
校
と
の
連
絡

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会

は
十
数
年
前
に
、今
の
中
学
生
は
、

何
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
発
足
し
た
研
修
の
場
で
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

懇
談
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各

中
学
校
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

問
題
・
社
会
問
題
・
部
活
動
や
進
路

の
問
題
・
交
通
安
全
の
問
題
等
広

地
区
別
・
事
項
別
部
会
等
で
の
研

修
、
そ
の
他
福
祉
的
事
業
に
も
参

加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
事

項
別
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る「
児
童
生
徒
対
策
委
員
会
」

の
委
員
長
・
副
委
員
長
を
主
任
児

童
委
員
が
担
当
し
、
会
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
組
織
は
、

他
の
市
町
村
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
と
し
て
は
、
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
様
子
や
問
題
等
の
把

握
に
努
め
、
学
校
と
連
携
し
て
問

題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
や
冬
休
み
等
長
期

休
業
前
に
は
、
各
学
校
担
当
の
地

域
担
当
委
員
と
と
も
に
、
学
校
を

訪
問
し
、
休
み
中
の
児
童
生
徒
の

指
導
対
策
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
で
の
生

活
の
見
守
り
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

13 問い合わせ　▼社会福祉課☎888−1111（163）▼町民生委員児童委員協議会事務局

▲児童生徒対策委員会の様子

▲中学生との懇談会の様子
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❶

申
請

❷

要介護認定

主
治
医
の
意
見
書

認
定
調
査

審
査
会
の
判
定

❸

認
定
結
果
通
知

❹

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
へ
の
依
頼

❺

介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
作
成

❻

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

❶
申
請

社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
本
人
や
家
族
以
外

で
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に

申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
ど
な
た
で
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

40
〜
64
歳
の
人
は
、
16
種
類
の
特

定
疾
病
に
該
当
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認

定
申
請
書
：
社
会
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
：
65
歳

以
上
の
人

▼
健
康
保
険
被
保
険
者
証
：
40
〜

64
歳
の
人

※
申
請
書
に
は
本
人
の
氏
名
や
生

年
月
日
な
ど
の
ほ
か
に
、
意
見

書
を
依
頼
す
る
主
治
医
（
か
か

り
つ
け
医
）
の
氏
名
、
医
療
機

関
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い

❷
要
介
護
認
定

●
主
治
医
の
意
見
書
：
町
が
申
請

書
に
記
入
し
て
あ
る
主
治
医

（
か
か
り
つ
け
医
）
に
依
頼
し
、

心
身
の
状
態
や
生
活
機
能
に
つ

い
て
、
意
見
書
を
書
い
て
も
ら

い
ま
す

●
認
定
調
査
：
町
の
担
当
者
が
自

宅
を
訪
問
し
、
心
身
や
生
活
状

況
に
つ
い
て
、
74
項
目
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
に
は
本
人

の
ほ
か
家
族
に
も
立
ち
会
い
を

介
護

保
険

社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）

みんなでささえ愛…かいごほけん

介護保険のサービス
を利用するには？

ご利用ください！　介護保険

日
常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
い
と
き
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？　

今
回
は
、利
用
ま
で
の
手
順
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

お
願
い
し
て
い
ま
す

※
調
査
の
主
な
内
容
は
、
▼
ベ
ッ

ド
や
布
団
か
ら
の
起
き
上
が
り

が
で
き
ま
す
か
？　

▼
薬
の
内

服
が
1
人
で
で
き
ま
す
か
？

ー
な
ど

●
審
査
会
の
判
定
：
訪
問
調
査
の

結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を
も

と
に
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
専

門
家
に
よ
る
『
介
護
認
定
審
査

会
』
に
お
い
て
、
介
護
の
手
間

の
か
か
り
具
合
や
、
状
態
の
維

持
・
改
善
の
可
能
性
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
7
段
階
の
要
介

護
状
態
区
分
（
要
支
援
1
・
2
、

要
介
護
1
〜
5
）、
ま
た
は
非

該
当
の
い
ず
れ
か
に
判
定
し
ま

す
❸
認
定
結
果
通
知

認
定
結
果
を
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
申
請
日

か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結
果
通
知

が
届
き
ま
す
。

❹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
へ
の
依
頼

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
在
宅

で
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
支
援
1
・
2
の
人
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
要
介
護
1

〜
5
の
人
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
連
絡
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ほ

か
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
一

覧
は
社
会
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す

❺
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
作
成

『
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
』
と
い
う
計
画
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
ま
た
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
本
人
や

家
族
と
の
面
接
・
課
題
分
析
・
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議

ー
な
ど
を
行

い
な
が
ら
作
成
し
ま
す
。
作
成
し

た
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
作
成
に
つ
い
て

の
利
用
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❻
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
は
、
❺
で
作
成
し
た

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割
は
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
ま
で
の
手
順



15　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

シルバークラブ

平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
で
町

の
65
歳
以
上
人
口
は
9
8
4
5
人

（
総
人
口
4
6
7
0
5
人
）
で
あ

り
、
高
齢
化
率
は
21
・
1
％
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
の
健
康
増
進
お
よ
び
介
護
予

防
、
社
会
参
加
の
促
進
と
地
域
福

祉
の
向
上
、
生
き
が
い
づ
く
り
等

を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
設
立
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
町
で
は
66
あ
る
行
政
区

の
う
ち
、
33
ク
ラ
ブ
が
町
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
加
入
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

単
位
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
活
動

の
特
定
事
業
（
社
会
奉
仕
・
健
康

増
進
・
教
養
活
動
）
に
対
し
て
は
、

町
か
ら
会
員
数
に
応
じ
て
補
助

金
（
年
額
3
万
円
〜
6
万
円
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
方
法

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
芸
大

会
の
参
加
方
法
等
で
、
分
か
ら
な

い
こ
と
は
下
記
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
地
域

ま
で
お
う
か
が
い
し
て
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

8
月
28
日
に
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
約
3
1
0
人
の
入
場
者

を
迎
え
演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

出
演
者
は
カ
ラ
オ
ケ
18
人
、
舞

踊
13
組
、
そ
の
他
3
組
で
、
計
34

組
延
べ
60
人
が
大
観
衆
の
前
で
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
思
う
存
分
に

発
揮
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
芸
が

終
わ
る
た
び
に
観
客
か
ら
の
あ
た

た
か
い
拍
手
喝
さ
い
を
受
け
ま
し

た
。演

目
も
色
々
あ
り
、
毎
回
出
場

者
の
技
術
が
向
上
し
て
、
開
演
か

ら
終
了
ま
で
常
時
満
席
と
な
り
、

と
て
も
人
気
の
高
い
行
事
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
掛
馬
た
ち
ば
な
会
）・
岡
島
俊

一
（
中
央
東
友
愛
会
）・
栗
山
昌

子
（
塙
清
明
会
）
▼
輪
投
げ
：

西
郷
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
（
松
浦
進
・
浅
見
四
男
・

石
塚
両
子
・
浅
見
光
子
・
宮
本

富
江
）
▼
ク
ロ
ッ
ケ
ー
：
一
区

南
福
寿
会
チ
ー
ム（
佐
藤
信
夫・

川
村
稔
子
・
山
田
せ
つ
・
若
林

勝
行
・
若
林
定
雄
）
▼
ペ
タ
ン

ク
：
西
郷
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
（
宮
本
光
雄
・
松
浦

都
子
・
宗
田
成
子
・
宗
田
典
雄
）

●
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
内
）

☎
8
8
7
―

3
9
6
9

●
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
☎

8
8
8
―

1
1
1
1
（
1
6
1
）

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
を
設

立
し
ま
せ
ん
か
？

第
52
回
ま
ほ
ろ
ば
演
芸

大
会

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』（
11
月
9
日
開
催
）
へ
の

町
代
表
選
手
が
左
記
の
と
お
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
は
、
高
齢
者
の
競
技
者

（
60
歳
以
上
）
か
ら
参
加
を
募
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、
高
齢
者

の
積
極
的
な
活
動
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
代
表
選
手
の
皆
さ
ま
の
ご

健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

●
町
代
表
選
手
（
敬
称
略
）

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
：
山
本

登
（
新
町
鶴
亀
会
）・
黒
田
忠
宏

（
阿
見
健
和
会
）・
山
崎
伝
一
郎

（
掛
馬
た
ち
ば
な
会
）・
柳
生
実

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ

ー
ツ
大
会
』
町
代
表
選
手



マラソンたいかい

▶日時	 12 月 4日（日）（荒天時中止。午前 7時に態度決
定）▼受付：午前 8時 30分～ 9時▼開会式：9 時 10分
▶場所	 総合運動公園陸上競技場（スタート・ゴール）
▶種目・競技順序　▼午前 10時スタート：①小学生男子
低学年 2km　②小学生女子低学年 2km　▼午前 10
時 25 分スタート：③小学生男子高学年 3km　④小
学生女子高学年 3km　▼午前 10時 50 分スタート：
⑤中学生男子 5km　▼午前 10時 55 分スタート：⑥
中学生女子 3km　▼午前 11時スタート：⑦一般男子
5km　⑧一般女子5km　▼午前 11時 5分スタート：
⑨一般男子10km
▶参加資格	 ▼一般の部：町内または町に隣接する市町
村に在住・在勤・在学の人▼小・中学生の部：町内在住・
在学の人　※保護者の承認が必要
▶参加料	 無料

▶表彰	 各種目ごとに表彰▼ 1位～ 3位：メダル・賞状
▼ 4位～ 6位：賞状（参加人数が少ない場合は記録証）
▼ 7位～ 10 位：記録証（参加人数が少ない場合は表
彰なし）▼特別賞として最高齢者賞・努力賞（該当なし
の場合あり）に賞状
▶申込期間	 11 月 1 日（火）～ 22 日（火）（それ以降の申
し込みは受け付けない）
▶申込時間	 午前 9時～午後 5時
▶申込方法	 役場 3階生涯学習課、中央・君原・かすみ公
民館、本郷・舟島ふれあいセンター、うずら出張所に
備え付けの申込用紙で直接申し込む。なお、小中学生
の申し込みについては、学校取りまとめのうえ提出し
てください。　※必ず押印すること
▶駐車場	 駐車場の規制について申込用紙に記載します
のでご確認ください

第34回阿見町マラソン大会

県道土浦・江戸崎線

※イメージ図、実際の縮尺
　とは異なります
	（詳細図は申込書参照）

交通規制区間
午前9時30分～正午

5km
10km（2周）

第 34回阿見町マラソン大会コース図および大会に伴う交通規制

申込・問い合わせ　生涯学習課社会体育係☎888−1111（328・329） 16



17　ホームページ　http://www.town.ami. ibaraki. jp/　　E メール　ami@town.ami. lg. jp

■

阿
見
中
野
球
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
剣
道
部
・
弓
道
部
・
陸
上
部

県
大
会
・
関
東
大
会
で
活
躍

9
月
1
日
、
県
大
会
・
関
東
大
会
で
活
躍
し
た
阿
見
中
学
校
の
生
徒
の

皆
さ
ん
が
、
天
田
町
長
に
成
績
を
報
告
す
る
た
め
来
庁
し
ま
し
た
。

野
球
部
（
写
真
左
上
）
は
県
選
抜
中
学
校
野
球
大
会
に
お
い
て
、
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
写
真
右
下
）
は
、
関
東
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
に
お
い
て
、男
子
団
体
で
第
3
位
、男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
鳥
居
裕
太
さ
ん
・

山
下
大
輔
さ
ん
ペ
ア
が
第
3
位
に

入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
剣
道
部
は

県
民
総
合
体
育
大
会
で
寺
田
祐
樹

さ
ん
が
第
3
位
、
弓
道
部
は
関
東

中
学
生
弓
道
大
会
で
、
青
山
拓
也

さ
ん
が
第
3
位
、
柳
本
里
奈
さ
ん

が
第
5
位
に
入
り
ま
し
た
。
陸
上

部
は
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

に
お
い
て
、
根
本
佳
小
里
さ
ん
が

1
5
0
0
m
で
第
8
位
に
入
り
、

2
0
0
m
に
澤
田
尚
人
さ
ん
、
1

年
1
5
0
0
m
に
木
下
巧
さ
ん
も

出
場
し
ま
し
た
（
写
真
左
下
）。

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■

近
代
化
遺
産
の

案
内
表
示
看
板
を
設
置

新
た
に
町
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
次
の
4
か
所
の
近
代
化
遺
産
に
、

案
内
表
示
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

看
板
に
は
、
図
面
や
挿
絵
を
加
え

な
が
ら
、
そ
の
遺
産
が
実
際
に
活

用
さ
れ
て
い
た
当
時
の
様
子
が
解

説
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
に
残
っ

た
文
化
遺
産
の
在
り
し
日
の
姿
を

想
像
し
な
が
ら
、
思
い
を
は
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
有ゆ

う
が
い蓋

掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕
（
一
基
）▼
霞
ヶ
浦
海

軍
航
空
隊
跡
軍
艦
旗
掲
揚
塔

（
一
基
／
写
真
）▼
霞
ヶ
浦
海
軍

航
空
隊
跡
方
位
盤
（
一
基
）▼

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
士
官
宿
舎

階
段
親
柱
（
一
対
）

まちのできごと

■

町
内
で
6
人
が
百
歳
到
達

褒
状
・
記
念
品
贈
呈

満
百
歳
に
な
る
人
へ
国
・
県
・
町

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
表
彰

の
た
め
天
田
町
長
が
訪
問
し
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
西
村

し
づ
江
さ
ん
（
写
真
左
上
）、
糸
井

ヤ
ス
さ
ん
、
谷
古
そ
め
さ
ん
（
写

真
右
下
）、
大
貫
操
さ
ん
、
清
浦

キ
ク
さ
ん
（
写
真
左
下
）、
田
上
幸

栄
さ
ん
の
6
人
で
、
町
内
で
百
歳

以
上
の
人
は
14
人
と
な
り
ま
す
。

9 月 27日
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■
『
町
障
害
者
に
よ
る
作
品

展
』
作
品
募
集

12
月
3
日
〜
9
日
の
障
害
者
週
間

に
合
わ
せ
、
障
害
者
に
よ
る
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
作
品
の
ご
応
募
・

ご
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間	

12
月
5
日
（
月
）
〜
12
日

（
月
）

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

障
害
者
に
よ
る
作
品　

※

壊
れ
や
す
い
も
の
・
貴
重
品
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

▼
対
象	

町
内
在
住
の
身
体
・
知
的
・

精
神
障
害
者

▼
申
込
期
間	

11
月
30
日（
水
）ま
で

▼
申
込
方
法	

直
接
左
記
に
持
参
し

て
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

障
害
福
祉
課
（
総
合
保

健
福
祉
会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
3

■
『
介
護
教
室
』
受
講
生
募

集
▼
日
時	

❶
11
月
28
日
（
月
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分
❷
12
月

5
日
（
月
）
午
後
2
時
〜
4
時

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

❶
救
急
蘇そ

生せ
い

法
・
A
E
D

❷
介
護
と
税
金

▼
講
師	

❶
町
消
防
署
職
員
❷
根

本
明
人
氏
（
税
理
士
）

▼
対
象	

町
内
在
住
・
在
勤
で
、
介

護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

▼
募
集
人
数	
❶
25
人
❷
30
人
程
度

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

11
月
18
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法	

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
問
合
せ	

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
7
ー

8
1
2
4

■
『
介
護
者
交
流
会
』
参
加

者
募
集

在
宅
で
高
齢
者
等
を
介
護
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
交
流
会
を
実
施
し

ま
す
。

▼
期
日	

12
月
2
日
（
金
）▼
5
日

（
月
）▼
6
日
（
火
）▼
10
日
（
土
）

※
都
合
の
よ
い
日
を
1
日
お
選
び

く
だ
さ
い

▼
時
間	

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2

時
▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

『
寄
せ
植
え
体
験
と
ク
リ

ス
マ
ス
飾
り
作
り
』

▼
参
加
料	

1
3
5
0
円

▼
申
込
期
間	

11
月
25
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

町
社
会
福
祉
協
議
会
☎

8
8
7
ー

0
0
8
4

■
男
女
共
同
参
画
チ
ャ
レ
ン

ジ
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

▼
期
日	

11
月
29
日
（
火
）

▼
時
間	

午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所	

女
性
プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参

画
支
援
室
（
水
戸
市
三
の
丸
／
い

ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
内
容	

『
自
分
を
魅
せ
る
お
も
て

な
し　

〜
こ
こ
ろ
豊
か
な
関
係
を

築
く
〜
』（
職
場
や
地
域
活
動
、

再
就
職
や
起
業
な
ど
に
お
い
て
、

仕
事
や
活
動
が
円
滑
に
展
開
で
き

る
よ
う
に
、
人
を
も
て
な
す
気
持

ち
の
表
現
方
法
（
お
も
て
な
し
の

心
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
イ
ン

ド
）
に
つ
い
て
学
ぶ
）

▼
講
師	

先
崎
キ
ヨ
子
氏
（
テ
ィ
ー

エ
キ
ス
パ
ー
ト
協
会
会
長
）

▼
募
集
人
数	

30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
そ
の
他	

駐
車
場
は
県
三
の
丸
庁

舎
を
利
用

▼
問
合
せ	

県
女
性
青
少
年
課
女
性

プ
ラ
ザ
男
女
共
同
参
画
支
援
室
☎

0
2
9
ー

2
3
3
ー

3
9
8
2

■
あ
な
た
一
人
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か

人
に
は
み
な
人
権
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
女
性
に
対

す
る
人
権
侵
害
が
依
然
と
し
て
発

生
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
戸
地
方
法

務
局
お
よ
び
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
女
性
の
人

権
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
悩
み
を
持
っ

た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
専

用
の
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク

ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
期
間	

11
月
14
日
（
月
）
〜
20
日

（
日
）

▼
時
間	

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7

時　

※
土
・
日
曜
日
：
午
前
10
時
〜

午
後
5
時

▼
電
話
番
号	

0
5
7
0
ー

0
7
0
ー

8
1
0
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）

▼
相
談
員	

人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員

▼
問
合
せ	

水
戸
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
0
2
9
ー

2
2
7
ー

9
9
1
9

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion

〈広告欄〉
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■
『
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
会
』
開
催

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
や
多
重
債

務
な
ど
で
お
困
り
の
人
を
対
象
に
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
弁
護
士
と
消
費
生
活

相
談
員
が
同
席
し
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

12
月
14
日
（
水
）

▼
時
間	

午
後
1
時
〜
4
時
（
1
人

30
分
程
度
・
予
約
制
）

▼
場
所	

役
場
3
階
3
0
2
会
議
室

▼
対
象	

原
則
、
町
内
在
住
・
在
勤

の
人
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
▼
同

じ
相
談
を
継
続
し
て
希
望
す
る
人

▼
現
在
調
停
ま
た
は
裁
判
中
の
人

▼
募
集
人
数	

4
人（
定
員
で
締
切
）

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
8
8
8
ー

1
8
7
1　

※
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
正

午
お
よ
び
午
後
1
時
〜
4
時

■
㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら

●
入
会
説
明
会
開
催　

当
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
町
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
が
対
象
（
入
会
承
認
制
）

▼
期
日	

11
月
15
日
（
火
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所	

㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す　

マ
イ
ホ
ー
ム
の

床
・
壁
の
補
修
、
軽
易
な
大
工
仕

事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張

り
替
え
、
家
の
清
掃
・
雑
役
、
庭

木
の
せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草
取

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ	

㈳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

■
狩
猟
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う

11
月
15
日
〜
平
成
24
年
2
月
15
日

は
狩
猟
期
間
で
す
。
毎
年
、
ハ
ン
タ

ー
の
マ
ナ
ー
違
反
に
つ
い
て
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
あ

げ
る
行
為
は
『
鳥
獣
の
保
護
お
よ
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
』
に

よ
り
違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
見
か

け
た
場
合
は
1
1
0
番
通
報
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
猟
銃
を
公
道
上
で
、
包
み
を
と
っ

た
状
態
で
持
ち
歩
く
行
為
。ま
た
、

道
路
上
で
発
砲
す
る
行
為
（
公
道

横
の
法
面
で
も
違
反
で
す
）

▼
日
の
出
前
、
日
の
入
り
後
の
狩
猟

行
為

▼
住
宅
・
学
校
・
寺
・
神
社
・
墓
地
で
の

発
砲

▼
住
宅
・
学
校
な
ど
建
物
か
ら

3
0
0
m
以
内
の
場
所
で
の
発
砲

▼
農
林
作
業
所
や
道
路
に
向
け
て
の

発
砲

▼
問
合
せ	

▼
牛
久
警
察
署
☎

8
7
1
ー

0
1
1
0
▼
阿
見
地
区

交
番
☎
8
8
8
ー

0
1
1
0

■
『
あ
み
・
大
好
き
青
空
市
』

開
催
・
出
店
者
募
集

第
6
回
青
空
市
が
左
記
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
地
産
地
消
・
地
域

再
生
を
主
旨
に
、
地
元
の
新
鮮
で
安

心
な
野
菜
や
手
作
り
の
飲
食
品
・
工

芸
品
な
ど
の
販
売
、
こ
ど
も
体
験
教

室
や
和
太
鼓
演
奏
、
パ
ネ
ル
展
示
が

行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の

青
空
市
の
主
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し

い
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日	

11
月
20
日
（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
前
広
場

▼
問
合
せ	

あ
み
自
然
再
生
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局　

荻
島
☎
0
9
0

ー

3
4
0
4
ー

1
3
9
5

■
自
衛
官
募
集

▼
試
験
種
目	
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒

▼
受
験
資
格	

平
成
24
年
4
月
1
日

時
点
で
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

▼
受
付
期
間	

11
月
1
日
（
火
）
〜

平
成
24
年
1
月
6
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
期
日	

▼
1
次
：
平
成
24
年

1
月
14
日
（
土
）
▼
2
次
：
1
月
28

日
（
土
）
〜
31
日
（
火
）
ま
で
の
う

ち
指
定
す
る
1
日

▼
問
合
せ	

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎

0
2
9
7
ー

6
4
ー

3
3
5
1

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.

m
od.go.jp/pco/ibaraki/

■
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
を
有
す
る
人
へ

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
に
は
、
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申

告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
右
記
に
該
当
す
る
人
で
あ
っ
て

も
、
例
え
ば
医
療
費
控
除
な
ど
に

よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た

め
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
右
記
に
該
当
す
る
人
で
あ
っ
て

も
、
例
え
ば
上
場
株
式
等
に
係
る

譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確

定
申
告
書
の
提
出
が
控
除
適
用
の

要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受
け

る
場
合
に
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
右
記
に
該
当
す
る
人
で
あ
っ
て

も
、
住
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す

▼
問
合
せ	

竜
ケ
崎
税
務
署
☎

0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3
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●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

人権相談／行政相談　日時：11月10日（木）12月1日（木）
午前 10時～午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月～金曜日午前 9時～午後 4時／
場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付

問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火～金曜日午前 9時～午後 3時／
場所：図書館となり

問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時～4時／弁護士
相談：月1回午後1時～3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時～ 4時／
場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月～金曜日午前 8時 30 分
～午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ	 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午・午後
1時～ 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ−

問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午・午
後 1時～ 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時～
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

●予科練平和記念館「第2回レコード鑑賞会」（参加無料）
期　　日	 11 月 12日（土）
時　　間	 午後 5時～ 6時（閉館後開催）
場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
内　　容	「若鷲の歌」「決戦の大空へ」など、昭和歌

謡を中心に 8曲を予定（第 1回と演目を
若干かえて開催する予定です）

●予科練平和記念館歴史調査委員講演会「連合艦隊司
令長官山本五十六元帥が阿見町に残したもの」開催
山本五十六と阿見町とのつながりを基に、山本
五十六が残した精神遺産等の数々について、エピソー
ドを交えて講演します。
期　　日	 11 月２0日（日）
時　　間	 午後 2時～ 3時（予定）
場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
講　　師	 井元潔氏
観	覧	料	 常設展観覧料が必要になります

●第 4回特別展『重キ務メヲナシオヘテー除隊記念品
展』開催
明治維新により近代国家としての一歩を歩み出した
日本。大日本帝国憲法に徴兵の義務が明文化され、成
人男性は一定期間兵役の義務を負いました。無事に満
期をむかえ故郷に帰った人たちは、帰郷のあいさつも
兼ねて記念品を配りました。今回の展示では、盃

さかずき

を中
心とした明治期の除隊記念品とあわせて、当館所蔵の
陸軍関係資料を展示します。
開催日時	 11月 29日（火）～平成24年 3月 25日（日）

午前 9時～午後5時（入館は午後4時 30
分まで）／月曜日休館（月曜日が祝日の場
合は翌火曜日が休館）

場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
観	覧	料	 常設展観覧料に含まれます／大人５00円

（400 円）、小中高生 300 円（240 円）　
※（　）内は 20人以上の団体および各種
割引・カード提示による割引料金

11 月 3日（木）・23日（水）は開館します

▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総務課調べ

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

交通事故発生状況　9月（前月比）
消防本部調べ	 軽　　傷	　13人（＋ 2)
出場件数　18件（＋ 2）	 中　　傷	　 2人（− 1)
	 重　　傷	　 2人（＋ 2)
	 死　　亡	　 0人（± 0)
	 合　　計　17人（＋ 3)

●人口と世帯●
●総人口　48,011 人 （＋ 36）
●世帯数　18,225 世帯（＋ 22）

（10月 1日現在）

11 月の納税等
国民健康保険税（6期）
後期高齢者医療保険料（5期）
納期限 11月 30日（水）

12月の納税等
固定資産税（3期）
国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（6期）
介護保険料（5期）
納期限 12月 26日（月）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

※	救急車の適正な利用を
お願いします

※『人口と世帯』に平成 22年 10 月に行われた国勢調
査の速報値の結果が反映されています
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